
2022 年 3 ⽉  全国拡⼤教材製作協議会 定例世話⼈会 議事録 
 
<１回⽬> 
⽇時︓2022 年 3 ⽉ 16 ⽇(⽔)13:０0〜15:00 
場所︓東京都障害者福祉会館 
出席者︓6 名 

越島・傍島・猪狩・⼭本・播磨・宮崎 

報告事項 
１．会計報告 
   ＊期末にあたり、今年度の収⽀をまとめた。 
    また、余剰⾦があるので、来年度も会費を徴収しないこととした。 
２．旧世話⼈の退任について 
   ＊2018 年度より世話⼈を務めた⼭本(⼤宮)・播磨(浦和)のお⼆⼈から辞任の意向を 
    受け了承した。 
 
審議事項 
1. 代表者会議の開催について 

 ＊コロナでしばらく⾏われなかった代表者会議を開催する。 
5 ⽉ 25 ⽇を予定・東京都障害者福祉会館を予約。 

2. ⽂科省との会談について 
   ＊4 ⽉ごろに⽂科省と意⾒交換する場を設けたい。 
３．令和 4 年度の活動について 
   ＊世話⼈会や、会員交流・勉強会の場として zoom を利⽤していきたい。 
 
 
<２回⽬> 
⽇時︓2022 年 3 ⽉ 23 ⽇(⽔)14:０0〜15:30 
場所︓zoom にて開催 
出席者︓13 名 

越島(四街道)・傍島(柏)・猪狩（下丸⼦）・播磨(浦和)・⼭本(⼤宮)・宮崎(⾚いくつ) 
松宮(視援奉)・吉⽥(のあざみ)・由井(こだまの会)・菅野(こだまの会)・⼩堀(豊明) 
奥野(ルーペ)・深井(こくぶんじ) 

報告事項 
１．代表者会議の開催について 
２．旧世話⼈の退任について 

上記参照 

コロナの状況によって 
変更の可能性あり 



審議事項 
1.  ⾼校の教科書について 

＊発⾏者出版の標準拡⼤教科書が製作されないものがある。拡⼤教科書の依頼・製作グルー 
プも減少し、希望者に提供できているのか、現状が把握しにくくなっている。 
受験の合否判定後の依頼で製作⽇数が限られる中、拡⼤教科書ができるまではタブレット 
で対応するという⾼校や、初めからタブレット教科書を推奨して、拡⼤教科書の依頼を 
しない⽅針の⾼校もある。 
社会に出る成⻑過程のステップとして、タブレットやルーペ等の補助具に慣れる時期との 
捉え⽅もある。 
いずれにせよ、希望者がいたら答えられるよう、会員グループの皆さんにはご協⼒をお願 
いします。 

２．その他⾃由討論 
  ＊PC 製作のキャリアが浅いグループにとって中学校教科書は難しい。⼩学校低学年の依頼 

を多くうけているグループがあれば、引き受けさせてほしい。 
  ＊利⽤者との接点がなくなり、製作した拡⼤教科書が問題なく使えているか気にかけている。 
  ＊拡⼤教科書の送付時、先⽣にご意⾒・ご要望を尋ねる⽂書を添付しても反応がない。 
  ＊作成前に、サンプルを学校に送って、⾊使い等⾒えるかどうか、確認をとっている。 
  ＊中学社会(歴史)は、2 学年に渡り学習するが、1 年で全部製作しないといけないのは 

スケジュール的に厳しい 
 
今後の予定  2022 年 5 ⽉ 25 ⽇(⽔) 代表者会議 
              (時間等詳細は追ってご連絡します。) 
 

 


